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当院で 2000～ 2016 年の期間に肝生検を施行した NAFLD 620 例（男性 55.6％、






【結  果】  
NAFLD の血小板数は線維化程度を揃えた何れの群においても、 C 型肝炎と比較
し有意に高値であった。上記検討症例のうち、肝硬変は NAFLD 54 例 (平均年齢
59.0 歳、男性 41％ )、C 型肝炎  32 例 (59.1 歳、50%)であった。全症例のうち肝
硬変症例を診断するための血小板数カットオフ値は、NAFLD では 16.0 万 /μ L(感
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【結  論】  
NAFLD、C 型肝炎の肝硬変診断において血小板数低下は有用な手段だがカットオ
フ値が異なる事を考慮し診療にあたるべきである。両疾患で血小板低下率が異
なる理由は不明な点が多く更なる検討が必要である。  
